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人同士のコミュニケーションにおいて，他者の見ているものを見る行動，と定義される共同注意の

能力は他者の意図を推定するために必要不可欠な能力であると言える．ヒトの乳児は 6～18ヶ月の間
に三つの段階的な発達過程を経て，共同注意の能力を獲得すると言われている [1]．また，これと同
時期に移動能力の発達も始まり，乳児の移動範囲が拡大することにより，乳児の移動運動発達に直面

する養育者の意識・関わりが変容し結果的に共同注意能力や空間認知能力をはじめとする乳児の認知

発達が促進されることが示唆されている [2]．移動を始めることで，乳児の様々な認知発達がどのよ
うに絡み合っていくかについては検討され始めてはいる [3]が，それらの仕組みはまだ明らかである
とは言えない．

そこで本研究では，このように複雑に絡み合う複数の要素の認知発達をロボットを用いてモデル

化することを目指す．具体的には，移動し始めたばかりの乳児が移動の途中で不安がって，あるいは

養育者の危険防止の声かけに応じて養育者の方を振り返ると考えられることに着目し，このような

振り返り行動が未熟な空間知覚を補う働きがあると考え，振り返ることによる自己移動の確認を考

慮したロボットの共同注意学習メカニズムの学習過程を取り扱うことから始める．

本報告では，随伴性学習による視線追従行動の獲得モデル [4]を拡張し，自己の移動経験を通じて
移動を伴う共同注意 (図 1)を自律的に獲得できるモデルを提案する．また提案するモデルを用いて，
自己の移動についての空間認知が未発達な場合に，自己移動経験とそれに伴う養育者の関わりの変

容が移動を伴う共同注意の発達に影響を及ぼしうることを示す．

図 1: 移動を伴う共同注意
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